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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月3日(2020.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂質ナノ粒子内に製剤化された水痘帯状疱疹ウイルス（ＶＺＶ）抗原性ポリペプチドを
コードするオープンリーディングフレームを有するＲＮＡポリヌクレオチドを含む、ＶＺ
Ｖワクチンであって、
前記脂質ナノ粒子が、イオン性カチオン性脂質と、非カチオン性脂質と、ステロールと、
ＰＥＧ修飾脂質とを含み、
前記ＲＮＡポリヌクレオチドがメッセンジャーリボ核酸（ｍＲＮＡ）である、ＶＺＶワク
チン。
【請求項２】
　前記オープンリーディングフレームが２つ以上のＶＺＶ抗原性ポリペプチドをコードす
る、請求項１に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項３】
　前記ＶＺＶ抗原性ポリペプチドが、ＶＺＶ糖タンパク質またはＶＺＶテグメントタンパ
ク質である、請求項１または２に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項４】
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　前記ＶＺＶ糖タンパク質が、ＶＺＶ　ｇＥ、ｇＩ、ｇＢ、ｇＨ、ｇＫ、ｇＬ、ｇＣ、ｇ
Ｎ及びｇＭから選択される、請求項３に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項５】
　前記ＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、ＥＲ保持、エンドサイトーシス及び／またはゴルジ
体もしくはトランスゴルジ網への局在化に関連するモチーフ中に変異を有する、請求項４
に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項６】
（ｉ）前記バリアントＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、少なくとも１つのリン酸化酸性モチ
ーフ中に少なくとも１つの変異を有する、
（ｉｉ）前記バリアントＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、配列番号１０に対してＹ５８２Ｇ
変異を有する、
（ｉｉｉ）前記バリアントＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、配列番号１０に対してＹ５６９
Ａ変異を有する、
（ｉｖ）前記バリアントＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、配列番号１０に対してＹ５８２Ｇ
変異及びＹ５６９Ａ変異を有する、あるいは
（ｖ）前記ＶＺＶ抗原性断片が、配列番号１０に対してＹ５６９Ａ変異を有する、
請求項５に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項７】
　前記ＶＺＶ　ｇＥポリペプチドが、Ａ－Ｅ－Ａ－Ａ－Ｄ－Ａ配列（配列番号５８）を有
する、またはＣ末端にＩｇκ配列を有する、請求項４に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項８】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが、配列番号１～８、３７、３９、４１、６０、６２、６
４、６６、６８、７０、７２、７４、７６、７８、８０、８２、８４、８６、８８もしく
は９０のいずれか１つの核酸配列によってコードされる、あるいは前記ＲＮＡポリヌクレ
オチドが、配列番号９２～１０８及び１２３～１３１、１３３及び１３４のいずれか１つ
の配列を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項９】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが、配列番号１０、１４、２６、３０、４２及び４５～５
５のうちのいずれか１つのアミノ酸配列に対して少なくとも９０％、少なくとも９５％、
少なくとも９６％、少なくとも９７％、少なくとも９８％、少なくとも９９％、または１
００％の同一性を有する抗原性ポリペプチドをコードする、請求項３に記載のＶＺＶワク
チン。
【請求項１０】
　前記ポリヌクレオチドがコードされるオープンリーディングフレームがコドン最適化さ
れた、請求項１～９のいずれか一項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１１】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドが少なくとも１つの化学修飾を含む、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１２】
　前記化学修飾が、プソイドウリジン、Ｎ１－メチルプソイドウリジン、Ｎ１－エチルプ
ソイドウリジン、２－チオウリジン、４’－チオウリジン、５－メチルシトシン、２－チ
オ－１－メチル－１－デアザ－プソイドウリジン、２－チオ－１－メチル－プソイドウリ
ジン、２－チオ－５－アザ－ウリジン、２－チオ－ジヒドロプソイドウリジン、２－チオ
－ジヒドロウリジン、２－チオ－プソイドウリジン、４－メトキシ－２－チオ－プソイド
ウリジン、４－メトキシ－プソイドウリジン、４－チオ－１－メチル－プソイドウリジン
、４－チオ－プソイドウリジン、５－アザ－ウリジン、ジヒドロプソイドウリジン、５－
メトキシウリジン及び２’－Ｏ－メチルウリジンからなる群から選択される、請求項１１
に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１３】
　前記オープンリーディングフレーム中のウラシルの８０％から１００％が化学修飾を有
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する、請求項１１または１２に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１４】
　前記化学修飾がウラシルの５位にある、請求項１１～１３のいずれか一項に記載のＶＺ
Ｖワクチン。
【請求項１５】
　前記化学修飾がＮ１－メチルプソイドウリジンである、請求項１２～１４のいずれか一
項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１６】
　前記脂質ナノ粒子が、イオン化カチオン性脂質２０～６０モル％、非カチオン性脂質５
～２５モル％、ステロール２５～５５モル％及びＰＥＧ修飾脂質０．５～１５モル％を含
む、請求項１～１５のいずれか一項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１７】
　前記非カチオン性脂質が中性脂質であり、前記ステロールがコレステロールである、請
求項１～１６のいずれか一項に記載のＶＺＶワクチン。
【請求項１８】
　前記ＲＮＡポリヌクレオチドは、
（ｉ）場合により７ｍＧ（５’）ｐｐｐ（５’）Ｎ１ｍｐＮｐであるか、これを含む、５
’末端キャップと、
（ｉｉ）少なくとも１つのＶＺＶ抗原性ポリペプチドをコードするオープンリーディング
フレームと、
（ｉｉｉ）３’ポリＡテールと
を有する、請求項１～１７のいずれか一項ＶＺＶワクチン。
【請求項１９】
　対象において抗原特異的免疫応答を誘導する方法にて使用するための請求項１～１８の
いずれか一項に記載のＶＺＶワクチンであって、前記方法は、抗原特異的免疫応答をもた
らすのに有効な量で前記ワクチンを投与することを含む、前記ＶＺＶワクチン。
【請求項２０】
　前記抗原特異的免疫応答がＴ細胞の応答またはＢ細胞の応答を含む、請求項１９に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記方法が前記ワクチンの単回用量、または前記ワクチンの初回用量及び２回目（ブー
スター）用量の投与を含む、請求項１９または２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ワクチンが、皮内注射または筋肉注射によって投与される、請求項１９～２１のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記有効量が５０μｇ～１０００μｇの総用量である、請求項１９～２２のいずれか一
項に記載の方法。
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